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町
内
で
飲
食
店｢
和
の
み｣

を
経
営
す

る
菅
野
雅
文
さ
ん（
59
）が
４
月
22
日
、

当
麻
中
学
校（
山
村
美
勝
校
長
）
を
訪

れ
、
３
月
に
主
催
し
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト

収
益
金
の
一
部
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

月
１
～
２
回
、
店
舗
で
プ
ロ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
ラ
イ
ブ
を
企
画
す
る
菅
野

さ
ん
は
、
毎
年
３
月
に
ア
マ
チ
ュ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
集
め
、
公
民
館
ま
と

ま
ー
る
で
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
チ

ケ
ッ
ト
売
り
上
げ
の
一
部
を
同
校
吹
奏
楽

部
の
運
営
費
と
し
て
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
吹
奏
楽
部
も
参
加
。

部
長
の
太
田
美
咲
さ
ん（
14
）
は｢

音
楽

の
幅
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
曲

づ
く
り
に
生
か
し
た
い｣

と
話
し
ま
し

た
。
菅
野
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
を
体
験
で
き
る
機
会
に
な
れ

ば
と
話
し
、｢

こ
れ
か
ら
も
吹
奏
楽
部

の
応
援
を
続
け
て
い
き
ま
す｣

と
目
を

輝
か
せ
ま
し
た
。

　

和
の
み
は
平
成
29
年
に
旭
川
市
か
ら

移
転
。
新
築
し
た
店
舗
に
は
、
町
産
木

材
な
ど
を
補
助
す
る｢

と
う
ま
の
お
店

元
気
事
業｣

を
活
用
し
ま
し
た
。
自
ら

ギ
タ
ー
を
演
奏
す
る
菅
野
さ
ん
は
、

「
音
楽
で
当
麻
町
に
恩
返
し
が
し
た
い｣

と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

音
楽
で
町
に
貢
献

和
の
み
店
主

吹
奏
楽
部
に
寄
付

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
小
中

学
生
へ
の
修
学
旅
行
費
補
助
を
し
て
い

る
当
麻
町
。
当
麻
中
学
校
３
年
生
は
町

に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
毎
年
、
修
学
旅

行
先
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
修
学
旅
行
は
４
月
23
～
26
日

の
４
日
間
で
行
わ
れ
、
札
幌
、
函
館
、

ニ
セ
コ
で
歴
史
の
学
習
や
芸
術
鑑
賞
、

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
の
は
旅
行
初

日
の
札
幌
市
地
下
歩
行
空
間
。
道
行
く

人
に
当
麻
米
や
で
ん
す
け
サ
イ
ダ
ー
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
手
渡
し
、
当
麻

町
の
売
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。
活
動

の
中
心
と
な
っ
た
水
口
拓
真
君
、
今
野

愛
菜
さ
ん
は
人
ご
み
の
中
、
大
き
な
声

で｢

当
麻
町
か
ら
来
ま
し
た｣

と
呼
び
掛

け
る
こ
と
を
意
識
し
た
と
話
し
ま
し

た
。
来
年
は
高
校
生
に
な
り
当
麻
を
巣

立
つ
３
年
生
。
２
人
は｢

当
麻
町
に
感

謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い｣

と
声
を

揃
え
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
活
動
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
。｢

素
晴
ら
し
い
活
動｣｢

当
麻
町
の

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た｣｢

一
生
懸

命
の
姿
に
涙
が
出
た｣

な
ど
温
か
い
コ

メ
ン
ト
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
が
町
に
恩
返
し

当
中
生
徒
が

修
学
旅
行
で
Ｐ
Ｒ
活
動
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地
域
貢
献
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

　

水
土
里
ネ
ッ
ト
と
う
ま（
当
麻
土
地

改
良
区
）主
催
の
農
業
体
験
学
習「
田
ん

ぼ
の
教
室
」
第
１
回
目
の
授
業
が
５
月

９
日
に
田
ん
ぼ
の
学
校
と
舟
山
農
場
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
当
麻
小
学
校
の
５
年
生
を
対

象
に
年
５
回
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
16
年
目
を
迎
え
ま
す
。
農
業
体

験
や
座
学
か
ら
、
当
麻
農
業
の
歴
史
や

田
ん
ぼ
の
多
面
的
機
能
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
授
業
で
は
、
田
ん
ぼ
の
学
校

農
舎
で
昔
の
農
機
具
や
当
麻
農
業
の
歴

史
に
つ
い
て
町
教
育
課
よ
り
説
明
を
受

け
た
後
、
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
舟
山
農
場
へ
移
動
。
ハ
ウ

ス
内
に
は
、
５
月
30
日
の
町
民
田
植
え

祭
で
植
え
る
苗
が
び
っ
し
り
と
敷
き
詰

め
ら
れ
て
お
り
、
児
童
た
ち
は
苗
を
一

つ
手
に
取
り
、
舟
山
さ
ん
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
手
に
取
っ
た
苗
の
種
の
数

や
草
丈
に
つ
い
て
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舟
山
さ
ん
お
手
製
の
お
米
ク

イ
ズ
で
は
、
次
々
と
元
気
に
手
を
上
げ

て
答
え
て
い
ま
し
た
。
予
想
外
の
答
え

に
児
童
た
ち
は
驚
き
の
声
を
上
げ
な
が

ら
も
、
丁
寧
に
ク
イ
ズ
の
回
答
を
書
き

留
め
て
い
ま
し
た
。

お
米
を
学
ぶ当

麻
小
学
校
５
年
生

｢

田
ん
ぼ
の
教
室｣

　

当
麻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
菊
地
正

修
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
９
人
が
町
内
駐

在
所
の
警
察
官
や
町
交
通
安
全
指
導
員

会
の
協
力
を
得
て
、
５
月
９
日
に
役
場

前
道
道
を
通
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交

通
安
全
街
頭
指
導
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は「
安
全
運
転
を
お
願
い

し
ま
す
。
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
呼
び
か
け
、
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ

の
１
０
０
セ
ッ
ト
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手

渡
し
ま
し
た
。

安
全
運
転
を

呼
び
か
け
る

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

旭
川
市
内
に
本
社
を
置
く
荒
井
建
設

（
株
）（
荒
井
保
明
代
表
取
締
役
社
長
）が

５
月
18
日
、
当
麻
中
学
校（
山
村
美
勝

校
長
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
無
償
で

行
い
ま
し
た
。

　

創
業
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

同
社
は
、
当
初
よ
り
地
域
へ
の
奉
仕
の

精
神
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
町
宇
園

別
３
区
に
当
麻
工
事
事
務
所
を
構
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、地
域
へ
の
社
会
貢
献
事

業
と
し
て
本
奉
仕
活
動
を
毎
年
行
っ
て

お
り
、今
年
で
12
回
目
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
社
員
27
人
が
自
主
的
に
参
加

し
、
鍬
や
重
機
で
雑
草
や
細
か
い
石
な

ど
を
除
去
し
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
同
中
学
校
の
体
育
祭
が
行

わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
授
業
や
部

活
動
で
多
用
さ
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
土

木
部
次
長
の
中
村
康
司
さ
ん
は｢

き
れ
い

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
気
持
ち
よ
く
使
っ
て

ほ
し
い
で
す｣

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

荒
井
建
設
が
整
備
奉
仕
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５
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
３
周
年
を
迎

え
た
く
る
み
な
の
木
遊
館
で
、
来
場
者

へ
木
製
の
記
念
品
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

製
作
し
た
の
は
同
施
設
を
管
理
運
営

す
る
社
会
福
祉
法
人
か
た
る
べ
の
森

（
貞
森
裕
一
理
事
長
）。
新
元
号
に
ち
な

ん
だ｢

令
和｣

と
書
か
れ
た
木
製
プ
レ
ー

ト
や
町
産
木
材
を
使
用
し
た
春
の
花
の

飾
り
、
コ
ー
ス
タ
ー
の
３
種
類
計

６
０
０
個
の
記
念
品
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

記
念
品
は
１
日
か
ら
３
日
間
、
日
替

わ
り
で
各
日
先
着
２
０
０
人
に
配
布
。

施
設
は
大
型
連
休
も
相
ま
っ
て
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
麻
町
開
町
記
念
式
が
５
月
10
日
、

公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
開
か
れ
、
約

１
７
０
人
が
参
列
。
先
人
の
労
苦
を
し

の
ぶ
と
と
も
に
、
意
志
を
受
け
継
ぎ
町

の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

当
麻
町
は
明
治
26（
１
８
９
３
）年
５

月
に
、
広
島
、
山
口
両
県
な
ど
か
ら

４
０
０
戸
の
屯
田
兵
が
入
植
。
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
中
心
に
発
展
し
、
今

年
開
町
１
２
７
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

菊
川
健
一
当
麻
町
長
は
あ
い
さ
つ
で

新
元
号
に
触
れ｢

人
々
が
優
し
い
心
で

支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
、
新
た
な
時

代
と
と
も
に
進
め
た
い｣

と
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
当
麻
中
学
校
３
年
生
も
参

列
。
４
月
の
修
学
旅
行
で
は
町
の
子
育

て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
旅
行
費
の
全

額
補
助（
２
Ｐ
参
照
）を
受
け
て
お
り
、

代
表
し
て
未
来
へ
の
言
葉
を
述
べ
た
本

間
湊
君（
３
年
）
は
、｢

当
麻
町
は
幅
広

い
見
識
を
教
え
て
く
れ
る
町
。
こ
れ
か

ら
も
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い｣

と

話
し
ま
し
た
。

新
元
号
と
と
も
に

町
の
発
展
誓
う

　

当
麻
町
観
光
協
会（
佐
々
木
利
光
会

長
）
主
催
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
４
月
27

日
、
当
麻
山
観
光
施
設
周
辺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

毎
年
、
オ
ー
プ
ン
日
の
営
業
時
間
前

に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
約

３
５
０
人
の
町
民
が
参
加
。
前
日
に
は

降
雪
が
あ
り
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、

参
加
者
は
紙
く
ず
や
空
き
缶
な
ど
の
ご

み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
観
光
施
設
無
料
利
用
券
も

配
布（
当
日
の
み
利
用
可
能
）。
午
後
か

ら
は
陽
気
に
恵
ま
れ
、
大
型
連
休
初
日

の
観
光
施
設
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

観
光
施
設
を

き
れ
い
に

ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

当
麻
町
開
町
記
念
式

　

新
元
号
初
日
の
５
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
当
麻

駅
舎
の
木
製
看
板
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
看
板
設
置
か
ら
42
年
が
経
過（
昭

和
52
年
に
町
内
木
材
会
社
よ
り
寄
贈
）

し
、
風
化
が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
町
民
の
交
通
の
要
で
あ
る
当
麻
駅

を
美
し
く
保
と
う
と
社
会
福
祉
法
人
か

た
る
べ
の
森（
貞
森
裕
一
理
事
長
）が
、

同
法
人
が
管
理
運
営
す
る
く
る
み
な
の

木
遊
館
で
製
作
、
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
後
、

同
法
人
へ
北
海
道
旅
客
鉄
道（
株
） 

島

典
賢
取
締
役
旭
川
支
社
長
よ
り
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
、
新
た
な
時
代
の
幕
開
け

を
祝
い
ま
し
た
。

　

当
麻
駅
は
令
和
４
年
に
開
町
１
３
０

年
と
と
も
に
開
業
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

新
元
号
初
日
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ｒ
当
麻
駅
看
板
新
調

記
念
品
で
オ
ー
プ
ン
祝
う

～
く
る
み
な
の
木
遊
館
３
周
年



5

●平成30年度当麻町一般会計歳入執行状況（平成31年３月31日現在）

区分 現行予算額 Ａ上半期収入金額
（4/1～9/30）

Ｂ下半期収入金額
（10/1～3/31）

収入金額
Ａ＋Ｂ 収入率

町 税  5億8,623万4千円 2億7,103万6千円 3億   848万  　円  5億7,951万6千円 98.9％
地 方 交 付 税 23億7,715万5千円 16億7,450万1千円 6億9,827万6千円 23億7,277万7千円 99.8％
国 庫 支 出 金  3億7,154万4千円 1億   577万7千円 2億4,332万6千円 3億4,910万3千円 94.0％
道 支 出 金  3億9,069万1千円 6,201万6千円 1億6,547万9千円 2億2,749万5千円 58.2％
町 債 8億7,458万5千円 0円 0円 0円 0.0％
そ の 他 12億9,230万7千円 4億1,103万2千円 8億1,824万  　円 12億2,927万2千円 95.1％

歳 入 合 計 58億9,251万6千円 25億2,436万2千円 22億3,380万1千円 47億5,816万3千円 80.7％

●平成30年度当麻町一般会計歳出執行状況（平成31年３月31日現在）

区分 現行予算額 Ａ上半期支出金額
（4/1～9/30）

Ｂ下半期支出金額
（10/1～3/31）

支出金額
Ａ＋Ｂ 支出率

議 会 費     4,124万9千円 2,178万6千円 1,905万7千円      4,084万3千円 99.0％
総 務 費 14億7,912万8千円 5億3,849万5千円 8億3,878万2千円 13億7,727万7千円 93.1％
民 生 費 11億4,832万6千円 3億9,242万4千円 6億1,144万2千円  10億   386万6千円 87.4％
衛 生 費  3億4,080万2千円 1億5,884万8千円 1億4,104万6千円  2億9,989万4千円 88.0％
農 林 業 費  4億3,311万3千円 5,295万4千円 3億3,249万5千円   3億8,544万9千円 89.0％
商 工 費  9,281万6千円 6,136万7千円 2,251万8千円 　8,388万5千円 90.4％
土 木 費  4億4,739万8千円 1億1,591万6千円 2億6,705万  　円  3億8,296万6千円 85.6％
消 防 費  1億8,622万3千円 9,330万  　円 9,290万2千円 1億8,620万2千円 99.9％
教 育 費  4億5,951万7千円 1億7,971万  　円 2億2,865万3千円  4億   836万3千円 88.9％
公 債 費  8億   962万  　円 3億7,650万8千円 3億9,604万  　円  7億7,254万8千円 95.4％
そ の 他  4億5,432万4千円 1億6,753万8千円 2,596万8千円 1億9,350万6千円 42.6％

歳 出 合 計 58億9,251万6千円 21億5,884万6千円 29億7,595万3千円 51億3,479万9千円 87.1％

●平成30年度当麻町予算執行状況（平成31年３月31日現在）

会計名 当初予算額 補正額 現行予算額 歳入 歳出
収入済額 収入率 支出済額 支出率

一 般 会 計 58億8,600万   円 651万6千円 58億9,251万6千円 47億5,816万3千円 80.7％ 51億3,479万9千円 87.1％
特

別

会

計

国民健康保険（事業勘定） 8億8,680万   円 180万8千円 8億8,860万8千円 7億9,450万2千円 89.4％ 8億   720万5千円 90.8％
国民健康保険（医科診療施設勘定） 1億   300万   円 297万4千円 1億   597万4千円 8,405万6千円 79.3％ 1億     39万3千円 94.7％
後 期 高 齢 者 医 療 1億2,020万   円 △586万9千円 1億1,433万1千円 1億1,248万2千円 98.4％ 1億1,094万5千円 97.0％
介 護 保 険 10億1,610万   円 1,378万7千円 10億2,988万7千円 9億2,330万2千円 89.7％ 9億1,343万2千円 88.7％
公 共 下 水 道 事 業 1億   800万   円 △4万3千円 1億   795万7千円 9,404万1千円 87.1％ 9,569万8千円 88.6％

合 　 　 計 81億2,010万   円 1,917万3千円 81億3,927万3千円 67億6,654万6千円 83.1％ 71億6,247万2千円 88.0％

●平成30年度当麻町水道事業会計歳入歳出執行状況

会計名 現行予算額 Ａ上半期収支金額
（4/1～9/30）

Ｂ下半期収支金額
（10/1～3/31）

収支金額
Ａ＋Ｂ 収支率

会
　
　
計

水
道
事
業

収 益 的 収 入 1億5,460万1千円 6,165万5千円 9,270万  　円 1億5,435万5千円 99.8％
収 益 的 支 出 1億2,544万3千円 3,738万1千円 8,319万3千円 1億2,057万4千円 96.1％
資 本 的 収 入 4億7,225万7千円 1億9,042万8千円 1億3,158万6千円 3億2,201万4千円 68.2％
資 本 的 支 出 5億2,376万9千円 1億4,350万  　円 3億6,952万7千円 5億1,302万7千円 97.9％

平成 30 年度下半期町財政状況

わがまちの

家計簿

　まちの財政は、皆さんから納めていただいている町税や、国や道からの交付
金などで賄

まかな

われています。
　町では町民の皆さんに、まちの家計簿を知っていただくため財政状況を年２
回公表しています。
　今回は、平成30年度下半期（10月１日から３月31日まで）の財政状況をお
知らせします。

※収入率、支出率および収支率は現行予算額に対するものです
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●平成30年度決算
[収　入]　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位は円、△＝マイナス）

項 目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

寄 　 附 　 金 一 般 寄 附 1,100,000 1,106,000 6,000 2,203戸
特 別 寄 附 70,000 63,500 △6,500 農協･森林組合･企業

交 　 付 　 金 交 付 金 700,000 700,000 0 当麻町
繰 　 越 　 金 繰 越 金 280,697 280,697 0
雑 　 　 　 入 雑 収 入 303 50,004 49,701 預金利子･厚志

収入合計 2,151,000 2,200,201 49,201
[支　出]

項 目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

事 務 費

役 員 会 議 費 80,000 82,271 2,271 総会･役員会
需 用 費 8,000 1,242 △6,758 会長ゴム印
役 務 費 3,000 2,400 △600 切手
小 計 91,000 85,913 △5,087

事 業 費

各分団交付金 350,000 350,000 0
交 際 費 100,000 89,200 △10,800 祝儀･香典他
各後援会交付金 1,109,000 1,137,000 28,000
表 彰 費 233,000 229,000 △4,000 消防団員勤続表彰
各 種 大 会 費 40,000 0 △40,000 大雪分会大会中止
報 償 費 75,000 66,000 △9,000 退団者表彰
小 計 1,907,000 1,871,200 △35,800

予 備 費 予 備 費 153,000 0 △153,000
支出合計 2,151,000 1,957,113 △193,887

（総収入）2,200,201円　－　（総支出）1,957,113円　＝　（翌年度繰越金）243,088円

●令和元年度予算
[収　入]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 （単位は円、△＝マイナス）

項 目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 摘　　　要

寄 　 附 　 金 一 般 寄 附 1,100,000 1,100,000 0
特 別 寄 附 70,000 70,000 0 農協･森林組合･企業

交 　 付 　 金 交 付 金 700,000 700,000 0 当麻町
繰 　 越 　 金 繰 越 金 280,697 243,088 △37,609
雑 　 　 　 入 雑 収 入 303 912 609 預金利子他

収入合計 2,151,000 2,114,000 △37,000

[支　出]
項 目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 摘　　　要

事 務 費

役 員 会 議 費 80,000 100,000 20,000 総会･役員会
需 用 費 8,000 8,000 0 事務用品他
役 務 費 3,000 3,000 0 はがき他
小 計 91,000 111,000 20,000

事 業 費

各分団交付金 350,000 350,000 0
交 際 費 100,000 100,000 0 祝儀･香典他
各後援会交付金 1,109,000 1,130,000 21,000
表 彰 費 233,000 126,000 △107,000 消防団員勤続表彰
各 種 大 会 費 40,000 40,000 0 大雪分会大会第2分団
報 償 費 75,000 23,000 △52,000 退団者表彰
小 計 1,907,000 1,769,000 △138,000

予 備 費 予 備 費 153,000 234,000 81,000
支出合計 2,151,000 2,114,000 △37,000

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
、
町
か
ら

の
補
助
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
る
、
当
麻

町
消
防
後
援
会
、
当
麻
町
交
通
安
全
協
会
の

平
成
31
年
度
定
期
総
会
が
４
月
26
日
に
開
か

れ
、
30
年
度
の
収
支
決
算
、
新
年
度
の
予
算

や
事
業
計
画
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
後
援
会
の
総
会
は
、
当
麻
消
防
署
で

開
か
れ
、
平
成
30
年
度
の
決
算
、
令
和
元

年
度
の
予
算
な
ど
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
協
会
の
総
会
は
公
民
館
ま
と
ま

ー
る
で
開
か
れ
、
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
、
令
和
元
年
度
の
予
算
が
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
交
通
安
全
教
育
の
実
施
、

交
通
安
全
町
民
集
会
の
開
催
、
交
通
安
全
指

導
員
の
街
頭
指
導
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
両
会
の
収
支
決
算
と
収
支
予
算
は

次
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

当
麻
町
消
防
後
援
会
に
つ
い
て
は
大
雪
消

　

防
組
合
当
麻
消
防
署
消
防
団
事
務
係
（
☎

　

８
４
―
２
１
３
５
）

　

当
麻
町
交
通
安
全
協
会
に
つ
い
て
は
総
務

　

課
防
災
係
（
☎
８
４
―
２
１
１
１
内
線
１

　

１
２
・
１
１
４
）

当麻町消防後援会

令
和
元
年
度
事
業
計
画･

予
算

消
防
後
援
会

交
通
安
全
協
会
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当麻町交通安全協会
●平成30年度決算
[収　入]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位は円、△＝マイナス）

科　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要
繰 越 金 595,158 595,158 0 前年度繰越金

会 費 1,250,000 1,266,852 16,852
世帯割　2,252戸× 50円＝	  112,600円
普通車または軽四輪車　1,973戸×500円＝	 986,500円                                  
事業所（49事業所）	 167,752円

補 助 金 50,000 50,000 0 町補助金
雑 収 入 42 5,008 4,966 利息	 8円

旭川東地区交通安全協会連合会無事故1,000日達成記念	 5,000円
合　計 1,895,200 1,917,018 21,818

[支　出]
科　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

報 償 費 290,000 302,711 12,711
交通安全ポスター入賞者記念品	 41,500円
幼稚園､保育園児卒園記念品	 97,200円
交通安全町民集会報償費	 164,011円

需 用 費 768,200 615,009 △153,191

消耗品費	  555,686円
　園児通園バッグ 117,720円　啓発用資材 195,968円　 
　交通安全資材 160,561円　指導車等消耗品 49,680円
　交通安全町民集会消耗品 31,757円　
指導車燃料代	 37,548円
食糧費	 10,975円
修繕料（車検代他）	 10,800円

役 務 費 59,000 60,204 1,204

指導車自動車損害保険	 32,610円
当麻中学校吹奏楽部楽器運搬費	 21,600円
タイヤ入替脱着手数料等	  2,160円
無事故無違反証明等	  1,890円
振込手数料	 1,944円

委 託 料 200,000 0 △200,000
備 品 購 入 費 200,000 203,472 3,472 懸垂幕

負 担 金 補 助
及 び 交 付 金 378,000 358,000 △20,000

旭川東地区交通安全協会連合会負担金	 88,000円
交通安全指導員会補助金	  100,000円
交通安全母の会補助金	  100,000円
女性ドライバークラブ補助金	 70,000円

公 課 費 0 0 0
合　計 1,895,200 1,539,396 △355,804

（収入）1,917,018円　－　（支出）1,539,396円　＝　（繰越金）377,622円 

●令和元年度予算
[収　入]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位は円、△＝マイナス）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　要
繰 越 金 377,622 595,158 △217,536 前年度繰越金

会 費 1,210,000 1,250,000 △40,000
世帯割　2,200戸× 50円＝	  110,000円
普通車または軽四輪車　1,900戸×500円＝	  950,000円
事業所（50事業所）	 150,000円

補 助 金 50,000 50,000 0 町補助金
雑 収 入 78 42 36 利息	  78円

合　計 1,637,700 1,895,200 △257,500
[支　出]

科　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

報 償 費 290,000 290,000 0
交通安全ポスター入賞者記念品	 40,000円
幼稚園､保育園児卒園記念品	 100,000円
交通安全町民集会報償費	 150,000円

需 用 費 749,700 768,200 △18,500

消耗品費	 569,000円
　園児通園バッグ 150,000円  啓発用資材 185,000円
　交通安全資材 160,000円  交通安全町民集会消耗品 44,000円
　その他消耗品 30,000円
指導車燃料代	 40,700円
食糧費	 10,000円
修繕料（車検代他）	 130,000円

役 務 費 95,000 59,000 36,000

指導車自動車損害保険	 26,000円
指導車自賠責保険	 33,000円
指導車車検自家用協会負担金	 1,000円
指導車車検印紙代	 2,000円
指導車タイヤ脱着料（春､秋）	 5,000円
無事故無違反証明	 4,000円
振込手数料	  2,000円
当麻中学校吹奏楽部楽器運搬費	 22,000円

委 託 料 100,000 200,000 △100,000 交通安全看板設置	 100,000 円
備 品 購 入 費 0 200,000 △200,000

負 担 金 補 助
及 び 交 付 金 378,000 378,000 0

旭川東地区交通安全協会連合会負担金	 88,000円
交通安全指導員会補助金	 100,000円
交通安全母の会補助金 	 100,000円
女性ドライバークラブ補助金	 70,000円
当麻中学校生徒会交通安全キャンペーン助成金	 20,000円

公 課 費 25,000 0 25,000 指導車重量税	 25,000円
合　計 1,637,700 1,895,200 △257,500



8

お
誕
生
お
め
で
と
う
あ
か
ち
ゃ
ん
（
住
所

性
別
・
父
ま
た
は
母
）

外
石　
　

蓮れ
ん

ち
ゃ
ん（
３
西
３
・
男
・
敬
大
）

俳
句

去
年
よ
り
古
き
に
あ
り
て
楤
の
刺　
　
　

忠

新
緑
や
獣
咬
み
た
る
木
肌
白
く　
　
　
　

好

功
り
も
な
く
仲
間
失
い
憐
れ
チ
カ　
　

誓
子

五
月
雛
鯉
釣
り
大
将
犬
連
れ
て　
　
　

栄
子

朝
練
の
靴
紐
き
つ
く
夏
来
る　
　
　
　

清
和

川
柳

ス
プ
ラ
ウ
ト
命
の
苦
味
モ
グ
モ
グ
と

櫻
井　

清
和

出
来
秋
に
期
待
を
か
け
て
流
す
汗林　

　

義
明

春
休
み　

い
い
こ
と
あ
っ
た　

よ
か
っ
た
な

廣
冨　

瑠
衣（
小
学
２
年
）

げ
ん
ご
う
で　

い
ろ
ん
な
人
が　

さ
わ
い
で
る

坂
本　

夕
真（
小
学
３
年
）

学
ど
う
に　

た
く
さ
ん
来
た
よ　

１
年
生

下
山
由
衣
那（
小
学
３
年
）

む
ず
か
し
い　

問
題
あ
り
そ　

４
年
生

大
橋　

陽
斗（
小
学
４
年
）

１
年
生　

す
ぐ
に
な
つ
い
て　

か
わ
い
い
な

公
平　

有
耶（
小
学
４
年
）

一
年
が　

早
く
お
わ
っ
て　

新
学
期

櫻
田　

陽
奈（
小
学
４
年
）

白
鳥
と　

風
の
に
お
い
が　

春
知
ら
す

川
端　

凪
沙（
小
学
６
年
）

最
後
ま
で　

走
り
続
け
て　

い
い
ゴ
ー
ル

谷　
　

純
菜（
小
学
６
年
）

限
り
な
い　

思
い
出
い
っ
ぱ
い　

小
学
校

野
﨑　

莉
穂（
中
学
１
年
）

習
っ
た
ば
か
り
の
方
も

ぜ
ひ
ご
登
壇
く
だ
さ
い

　

還
暦
を
迎
え
る
昭
和
50
年
に
卒
業
し
た

当
麻
中
学
校
28
回
同
期
会
を
８
月
16
日
に

企
画
し
、
案
内
中
で
す
。

　

５
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
町
内
住
民
を

中
心
に
ク
ラ
ス
毎
に
当
番
幹
事
を
お
願
い

し
、
今
回
は
３
年
１
組
が
担
当
で
す
。
事

務
係
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
５
ク
ラ
ス

１
９
０
名
の
同
級
生
は
当
麻
町
在
住
46

名
、
旭
川
市
62
名
、
他
道
内
33
名
、
道
外

23
名
等
と
名
簿
確
定
率
は
９
割
近
く
と
結

束
が
固
く
、
卒
業
生
の
４
人
に
１
人
は
当

麻
町
民
な
の
で
す
。

　

44
歳
時
１
回
目
は
担
任
の
先
生
５
名
を

含
む
65
名
の
参
加
、
47
歳
時
２
回
目
46

名
、
51
歳
時
３
回
目
は
町
内
の
会
館
を
お

借
り
し
て
43
名
、
55
歳
時
前
回
は
42
名
、

今
回
の
案
内
に
は
過
去
４
回
の
動
画
や
写

真
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
入
れ
て
同
封
し
ま
し
た
。

現
在
集
約
中
で
す
が
４
月
に
案
内
し
た
事

に
よ
り
、
道
外
在
住
者
３
名
、
初
参
加
者

２
名
の
参
加
も
頂
い
て
い
ま
す
。
当
時
の

担
任
の
先
生
４
人
は
親
世
代
で
す
が
今
回

も
80
代
に
な
っ
た
国
語
の
先
生
も
参
加
さ

れ
ま
す
。

　

同
期
会
の
良
い
所
は
何
と
言
っ
て
も
当

時
に
戻
り
互
い
の
あ
だ
名
で
呼
び
合
い
、

〝
髪
の
毛
が
白
く
な
っ
た
〟
だ
の〝
薄
く

な
っ
た
〟
だ
の〝
ふ
く
よ
か
に
な
っ
た
〟
だ

の
と
思
い
つ
つ
言
葉
に
出
な
く
て
も
、
会

話
が
は
ず
ん
で
若
返
る
事
で
す
。

　

今
回
は
旭
川
市
内
ホ
テ
ル
で
会
費

６
０
０
０
円
の
中
、
料
理
を
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
、
配
布
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
流
し
、｢

あ
の
時
は
あ
あ
で
こ

う
だ
っ
た
よ
ね｣

と
い
っ
た
話
題
を
提
供

し
、
二
次
会
は
カ
ラ
オ
ケ
を
備
え
た
ス

ナ
ッ
ク
で
デ
ュ
エ
ッ
ト
盛
り
上
が
り
、
そ

し
て
最
後
は
有
志
で
当
麻
に
戻
り
定
番
の

同
級
生
が
営
む
ス
ナ
ッ
ク
へ
と
流
れ
て
い

く
の
で
す
。

　

我
が
母
校
に
誇
り
を
持
ち
続
け
、
こ
れ

か
ら
も
支
え
合
い
結
束
し
た
仲
間
と
な
る

よ
う
多
く
の
参
加
者
に
期
待
し
、
旭
川
北

高
同
期
会
と
専
修
大
学
校
友
会
旭
川
支
部

懇
親
会
の
三
種
類
の
返
信
は
が
き
を
待
っ

て
い
る
日
々
で
す
。

次
回
の
執
筆
者
は

�

窪　

好
子
さ
ん（
伊
１
）で
す

○「
同
期
会
・
校
友
会
」　

143

熊
谷
憲
雄
さ
ん

（
４
西
３
）

吉
川　

清
子
さ
ん（
中　

１
・
104
歳
）

山
下　
　

洋
さ
ん（
宇　

１
・
82
歳
）

千
田　
　

貢
さ
ん（
伊　

２
・
86
歳
）

佐
々
木

夫
さ
ん（
伊　

２
・
91
歳
）

太
田　

艶
子
さ
ん（
伊　

１
・
96
歳
）

深
谷　

朱
美
さ
ん（
中　

４
・
67
歳
）

渡
邉　

國
夫
さ
ん（
６
東
３
・
89
歳
）

和
田　

裕
昭
さ
ん（
北　

１
・
79
歳
）

（
平
成
31
年
４
月
21
日
～
令
和
元
年
５
月
20

日
届
け
出
分･

町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
了

承
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し
を
廃
し
て
社
協
に

吉
川　

訓
夫
さ
ん（
中　

１
）　

３
万
円

山
下　

圭
子
さ
ん（
宇　

１
）　

２
万
円

千
田
ミ
チ
子
さ
ん（
伊　

２
）　

１
万
円

佐
々
木　

恒
さ
ん（
伊　

２
）　

１
万
円

太
田　

明
美
さ
ん（
伊　

１
）　

２
万
円

深
谷　

正
廣
さ
ん（
中　

４
）　

３
万
円

渡
邉
喜
美
子
さ
ん（
４
東
３
）　

５
万
円

和
田　

勝
江
さ
ん（
北　

１
）　

１
万
円

ま
ち
づ
く
り
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）と
し

て
町
に（
４
月
分
）

　

１
１
４
４
人
の
み
な
さ
ん
よ
り
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

指
定
寄
付
と
し
て
町
に（
５
月
17
日
）

　

株
式
会
社 

広
立
総
業
か
ら

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
な
ど
を

行
い
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と
行
政
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お

り
、
当
麻
町
で
は
、
現
在
20
名（
主
任
児
童

委
員
を
含
む
）
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

民
生
委
員
は
、｢

民
生
委
員
法｣

に
よ
り
設
置

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
併
せ
て｢

児
童
福
祉

法｣

に
よ
り
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
る
こ
と

か
ら
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
呼
ば
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
民
生
委
員
児
童
委
員
の
中
に

は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
児
童

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る｢

主

任
児
童
委
員｣

が
お
り
ま
す
。
民
生
委
員
児

童
委
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
、
給
与
の
支
給
は
無
く（
無
報
酬
）、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
お
り
任
期
は
３

年（
再
任
可
）で
あ
り
ま
す
。
ま
た
民
生
委
員

法
に
よ
り
、守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、

職
務
上
知
り
得
た
情
報
を
漏
ら
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
見
守
り
、
相

談
支
援
活
動
、
情
報
提
供
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
そ
れ

ぞ
れ
担
当
す
る
地
区
の
対
象
家
庭
に
訪
問

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
が
主
な
活
動
と
な
り
ま
す
。
そ
の
家

庭
訪
問
活
動
を
実
践
す
る
た
め
に
も
個
人
情

報
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
町
で
は

当
麻
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
個

人
情
報
保
護
審
査
会
の
承
認
の
下
、
民
生
委

員
児
童
委
員
に
対
し
個
人
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
６
日
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

が
あ
っ
た
際
、
全
道
的
な
停
電
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
民
生
委
員
児
童
委
員
は
率
先
し
て

高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
安
否
状
況
の
確
認
を

は
じ
め
、
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
の
聞
き
取

り
を
行
い
町
に
対
し
各
家
庭
の
状
況
報
告
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
民

生
委
員
児
童
委
員
は
、
災
害
時
に
あ
っ
て
も

常
に
地
域
住
民
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
た
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
日

頃
ご
多
忙
の
身
で
あ
り
な
が
ら
も
地
域
住
民

の
方
々
の
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
民
生
委
員
児
童
委
員
が
家
庭
を
訪

問
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
貴
方
様

が
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

す
で
に
申
請
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
い
な
い

の
か
、
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
貴

方
の
代
行
と
し
て
申
請
を
行
う
こ
と
も
で
き

る
旨
を
確
認
す
る
た
め
、
訪
問
さ
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
ま
た
民
生
委
員
児
童
委
員
を

騙
っ
た
特
殊
詐
欺
の
事
例
は
聞
い
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
民
生
委
員
児
童
委
員
は
訪
問
活
動

を
す
る
際
、
民
生
委
員
児
童
委
員
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
身
分
証
明
書
を
必
ず
携
帯
の

上
活
動
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
民
生
委
員
児

童
委
員
が
本
人
か
ど
う
か
不
明
な
時
な
ど

は
、
ご
面
倒
で
す
が
身
分
証
明
書
の
提
示
を

求
め
て
い
た
だ
き
本
人
確
認
を
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も

民
生
委
員
児
童
委
員
に
お
い
て
は
、
高
齢
者

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
の
家
庭
訪
問
な

ど
に
よ
り
相
談
支
援
活
動
・
情
報
提
供
活
動

を
実
施
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

２　

町
広
報
紙
は
毎
月
、
役
場
職
員
が
各
区

長
へ
配
布
し
た
後
、
町
内
会
な
ど
か
ら
各
戸

に
配
布
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
広
報
紙
は

ご
存
じ
の
と
お
り
、
役
場
か
ら
の
各
種
お
知

ら
せ
の
他
に
各
団
体
が
主
催
す
る
催
し
の
ご

案
内
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
行

政
区
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
根
幹
で
あ

り
ま
す
の
で
、
お
隣
ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
お

力
を
お
借
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
防
犯
や

万
が
一
の
災
害
時
な
ど
の
共
助
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
地
区
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に｢

行
政
活
動
交
付
金｣

と
し
て

一
人
当
た
り
８
０
０
円
を
各
行
政
区
に
交
付

し
て
お
り
ま
す
が
、
区
長
な
ら
び
に
副
区
長

に
お
か
れ
ま
し
て
は
各
機
関
の
配
布
物
依
頼

お
よ
び
防
犯
灯
電
気
料
補
助
申
請
を
始
め
、

行
政
区
を
代
表
し
て
会
議
・
行
事
な
ど
へ
の

出
席
を
お
願
い
し
て
お
り
、
お
忙
し
い
中
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
世
帯
数

に
応
じ
た
報
酬
と
し
て
、
区
長
報
酬
で

６
万
４
千
円
～
12
万
５
千
円
／
年
額
、
副
区

長
報
酬
で
１
万
６
千
円
～
３
万
１
千
円
／
年

額
を
お
支
払
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り�

ま
す
。

３　

町
内
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
町
内
会
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
町
と
し
て
見
解
を
示
す
立
場
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

町
長
へ
の
手
紙
と

町
長
か
ら
ご
返
答

　

不
思
議
な
世
界

１
．
高
齢
者
宅
を
訪
問
→
詐
欺
・
強
盗
・
殺

人
の
多
発
時
代
、
過
日
、｢

民
生
委
員
の
○

○
で
す｣

と
言
っ
て
面
識
も
無
く
氏
名
不
詳

の
方
が
来
宅
。（
ハ
ッ
？
）「
○
○
△
△
さ
ん

で
す
ね
」（
ハ
イ
、
そ
う
で
す
…
ご
用
件
？
）

「
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
受
け
ま
し
た

か
？
」（
半
月
程
前
に
手
続
を
致
し
ま
し
た
）

「
あ
、
そ
う
で
す
か
」以
上
。

質
問　

ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成
券
交
付
対
象
者

の
名
簿
を
公
開
し
て
い
る
の
か
？
役
場
で
は

通
常
、
町
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
ん
じ
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

２
．
町
内
で
高
齢
者（
90
才
近
く
）の
方
が
広

報
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
の
を
散
見
。「
我

が
郷
土
」
の
配
布
は
町
民
の
仕
事
で
す
か
？

役
場
職
員
の
仕
事
で
は
？
又
、
町
で
は
町
内

会
や
役
員（
区
長
）に
対
し
助
成
金
、
報
酬
を

交
付
し
て
い
る
の
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
金

額
の
明
細
は
？

３
．
町
内
会
費
の
使
途
、
内
訳
は（
昨
年
会

費
１
万
円
）。
神
社
に
半
分
以
上
、
そ
の
他
、

消
防
、
社
協
、
飲
食
費
に
支
出
。
そ
の
是
非

に
付
、
政
教
分
離
を
理
由
と
せ
ず
ご
見
解

を
？お

手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
を
は
じ
め
住
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
上
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
に

応
じ
た
指
導
・
助
言
、
社
会
福
祉
制
度
や
福

〝
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
〟
は
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
な
ど
が
集
ま
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
投
稿
・
情
報
提
供
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
●
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
広
報
係
（
☎
８
４
ー
２
１
１
１
）
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今
こん　の

野　敏
びん

（1955 ～）

アンド・アイ・ラブ・ハー	 小路幸也
疑う力	 堀江貴文
嘘と約束	 アミの会（仮）
おまえの罪を自白しろ	 真保裕一
彼女たちの場合は	 江國香織
キッチンがたった１日で劇的に片づく本	 阪下千恵
牙	 三浦英之
キボウのミライ	 福田和代
共感障害	 黒川伊保子
検事の信義	 柚月裕子
孤独という道づれ	 岸惠子
この橋をわたって	 新井素子
坐骨神経痛の痛み・しびれが消える本	 銅冶英雄
昭和よ、	 山藤章二
斎藤一人　励まし力	 斎藤一人
作家の人たち	 倉知淳
心音	 乾ルカ
人類最年長	 島田雅彦
帝国ホテル建築物語	 植松三十里
ていん島の記	 仁木英之
転生	 笹本稜平
同潤会代官山アパートメント	 三上延
内臓脂肪がストン！と落ちる食事術	 江部康二
白昼夢の森の少女	 恒川光太郎
バシレウス	 塚本青史
白魔の塔	 三津田信三
ブルー	 葉真中顕
ポルシェ太郎	 羽田圭介
もののふの国	 天野純希
夜が暗いとはかぎらない	 寺地はるな

いないいないばあさん	 佐々木マキ
うみどりの島	 寺沢孝毅
おでかけおでかけ	 ゲイシャイトー
かわうそモグ	 小森香折
くぬぎのもりのりすのがっこう	 ふくざわゆみこ
空色トパーズとあたらしい友だち	あんびるやすこ
チャレンジミッケ！ 10	 ウィック
プログラミングって何？	 関和之
ミツバチだいすき	 藤原由美子
名探偵コナン紺青の拳	 水稀しま

　図書の整理および清掃を行う特別整理期間を次の日程で実施します。
　期間中、図書館は休館しますので、図書などの返却は図書館側入口横の
ブックポストにお願いします。

●日程：６月24日（月）～26日（水）

　毎年恒例の『夏の古本市』を次の日程で図書館で開催します。当日はたく
さんの本や雑誌を無料で提供しますのでどうぞご来館ください。

●日時：７月７日（日）　午前９時30分～午後４時30分
●冊数制限：なし（袋をご持参ください）

当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/

●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日（一部を除く）
　　　　　　特別整理期間
●開館時間　９時30分～ 17時15分（木曜日は11時～ 19時）

　40年以上にわたり、警察小説、アクション、ＳＦなど幅広いジャンル
の小説を執筆し続ける、当館で最も人気の高い作家の一人である今野敏さ
ん。出身は北海道三笠市で、本名は「さとし」といいます。
　執筆するシリーズも『安積班』、『ＳＴ警視庁科学捜査班』、『隠蔽捜査』、
『横浜みなとみらい署』、『警視庁強行犯係・樋口顕』など30以上あり、漫
画原作も手掛け、映画にも出演するなどその活躍ぶりは非常に幅広いです。
　なお、大学時代より空手を始め、その後1999年より空手道今野塾を主
宰し、国内外に多くの道場を開いている格闘家としての面も持ち合わせて
います。
その他在館本：『任侠学園』、『武士マチムラ』、『機捜235』他

特別整理期間の実施について

　時は明治。かつて
幼馴染だった３人の
少年少女は成長し、
それぞれの道を歩ん
でいた。「海」と「山」。
決して交わることの
ないふたつの血に翻
弄され、彼らはやが
て国を揺るがす争い
に巻き込まれてい
く。友情、恋慕、嫉
妬、裏切り、渦巻く
戦争の狂気の中、３
人の運命が交錯する。

蒼色の大地
薬丸岳

　バリアフリー
化が進み、温
泉施設が様変
わりしている今
日、車いすでも、
身体が不自由
でも温泉が楽

しめる。温泉エッセイスト
である著者が、必需品から
温泉宿選びのポイント、入
浴時の注意など温泉旅行
を楽しむ情報が満載。

　遠回りとい
うのも悪くな
いの。ゆっく
りゆっくり。今
年の１月に亡
くなられた女
優・市原悦子

さんが遺した味わい深い
ことばの数々を８つのテー
マをもとに収録した１冊。
雑誌『ゆうゆう』取材時に
着用していた服装も紹介。

市原悦子ことばの宝物
市原悦子

さあ、バリアフリー温泉旅行に出かけよう！
山崎まゆみ

ピックアップ！今月の３冊

新 　刊 　書

新刊児童図書

『夏の古本市』のご案内

マスコットキャラクター
｢TO－マン｣と｢ライちゃん｣
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※来園の際は、スポーツセンターまたはテニスコート横の駐車場

をご利用ください

よちよち教室（１歳児対象）　午前９時30分～ 11時30分

開　催　日 内　　　　容

６月14日(金)
晴天時／公園あそび
荒天時／新聞あそび

７月12日(金)
晴天時／水あそび
荒天時／片栗粉ねんど
（汚れてもいい服装でお越しください）

ましゅまろ教室（０歳児対象）　午前10時～ 11時30分

開　催　日 ７月５日(金)

あそびの広場(プレイルームの開放)　午前10時～11時30分

開　催　日 ６月17日(月)６月24日(月)７月８日(月)

特別行事

開　催　日 内　　　　容

６月22日(土)
10時～ 14時

ぽっかぽかまつり
場　所　子育て総合センター
内　容　わたあめ、ポップコーン、ヨーヨーつり、
　　　　 サーキットあそび、譲りますコーナー、
　　　　 絵本の読み聞かせ他

７月１日(月)
10時～

11時30分

親子であそぼう！水慣れ体験
　場　所　当麻町民プール
　講　師　尾崎　萌　氏
　持ち物　水着、帽子、バスタオル、
　　　　　水中メガネ（持っている人のみ）
　対　象　１～３歳まで
　締　切　６月26日（水）

●子育て相談　午前９時～午後５時

開所日であればいつでも相談に応じます。

・来所相談(事前に電話をお願いします)

・電話相談(☎84－５４４０へお電話ください)

●絵本・ＤＶＤの貸し出し　午前９時～午後５時

開館日であればいつでも利用可能。

貸し出し期間は２週間までです。

絵本～１回５冊まで　　ＤＶＤ～１回２枚まで

開　催　日 内　　　　容

６月12日(水)おまつり製作

６月19日(水)
晴天時／公園あそび（ダンボールすべり）
荒天時／かさ袋であそぼう

６月26日(水)
晴天時／水あそび
荒天時／小麦粉ねんど
（汚れてもいい服装でお越しください）

７月３日(水)町民プール

７月10日(水)
晴天時／水あそび
荒天時／新聞あそび

７月17日(水)
晴天時／水あそび（公園せせらぎ）
荒天時／親子ゲーム

わくわく教室　午前９時30分～ 11時30分

子育て総合センター内

☎ 84 ー５４４０

○
障
害
者
虐
待
防
止
法

（
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護

者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
）②

■
虐
待
と
は
？

　

家
族
、
障
害
者
福
祉
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設
職
員
、
使
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者
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い
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あ
る
方
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す
る
事
業
主
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が
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障
が
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の
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に
次
の
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す
。

　

も
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し
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待
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ら
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ン
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に
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・
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報
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い
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職
員
の
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援
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し
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山
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衣
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新
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に
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皆
さ
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す
。

　

虐
待
は
、
特
定
の
人
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虐
待
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防
止
す
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た
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す
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に
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報
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さ
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い
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た
め
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人
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秘
密
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す
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要
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薬
を
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ど
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〇
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鳴
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悪
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に
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い
な
ど
）
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的
虐
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い
せ
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行
為
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す
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い
の
あ
る
方
に
さ
せ
る
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ど
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〇
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棄
・
放
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食
事
を
与
え
な
い
、
無
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す
る
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潔
な
環
境
で
生
活
さ
せ
る
な
ど
）
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経
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虐
待（
年
金
や
賃
金
を
渡
さ
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い
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手
に
財
産
や
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貯
金
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使
う
な
ど
）

■
虐
待
防
止
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対
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と
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早
期
発
見
や
早
期
対
応
、
障
が
い
者
の
自

己
決
定
と
養
護
者
の
支
援
、
関
係
機
関
の
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携
・
協
力
に
よ
る
対
応
と
体
制
づ
く
り
が
大

切
で
す
。
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●
上
川
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部
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支
援
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ン
タ
ー

（
当
麻
町
３
条
東
２
丁
目
11
番
１
号（
当

麻
町
役
場
内
）☎
８
４
―
７
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
４
―
７
３
３
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ー
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（
☎
８
４
―
７
２
２
２　

24
時
間
対
応
）
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・保険料の半額が免除されますので半額（月額8,210
円）の保険料を納めます

・免除期間は受給資格期間として計算されます
・免除期間の老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合
の８分の６として計算されます

・所得基準は下の計算式で算出した金額の範囲内です
（118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等）
※申請者ご本人のほか、配偶者・世帯主の方も所得基
準の範囲内である必要があります

③４分の３納付（４分の１免除）
・保険料の４分の１が免除されますので、残りの４分
の３（月額12,310円）の保険料を納めます

・免除期間は受給資格期間として計算されます
・免除期間の老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合
の８分の７として計算されます

・所得基準は下の計算式で算出した金額の範囲内です
（158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等）
※申請者ご本人のほか、配偶者・世帯主の方も所得基
準の範囲内である必要があります

●納付猶予（平成28年７月1日から令和７年６月末ま
で時限措置として対象年齢を50歳未満に拡大）

・保険料（月額16,410円）の納付が猶予されます
・猶予期間は受給資格期間として計算されますが、老
齢基礎年金額の計算には反映されません

・所得基準は下の計算式で算出した金額の範囲内です
（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円
※申請者ご本人のほか、配偶者の方も所得基準の範囲
内である必要があります（世帯主の所得は審査対象外）

●保険料の免除・猶予期間の追納
　将来納められるようになった場合、10年前までさか
のぼって追納することができます。ただし免除・猶予
された当時の保険料に一定の加算がつきます。追納す
ると年金額は通常に納めた場合と同じく計算されます。
●免除・猶予承認期間および申請方法
・保険料の免除・猶予承認期間は、令和元年７月から
翌年６月までとなります

・７月から役場戸籍年金係で申請を受け付けます
《申請に必要なもの》
・国民年金手帳または基礎年金番号通知書
・印鑑
・本人、配偶者および世帯主の方で、失業された方は、
失業したことを確認できる雇用保険受給資格者証
や雇用保険被保険者離職票などの公的機関の証明
書の写し

・世帯主、配偶者および同居の親族が代理申請される
場合は、受任者の本人確認が必要なため、運転免許
証、健康保険証などの確認書類

●問い合わせ先
・旭川年金事務所（☎27－１６１１）
・税務住民課戸籍年金係（☎84－２１１１内線135）

　経済的な理由などで国民年金保険料を納めることが
困難な場合、保険料を未納のままにしておくと将来年
金を受けられない場合があります。申請により、前年
の所得に基づき一律（災害・失業などの場合を除く）に
判定し、承認されると保険料が免除また猶予されます。
●全額免除
・保険料の全額（月額16,410円）が免除されます
・免除期間は受給資格期間として計算されます
・免除期間の老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合
の２分の１として計算されます

・所得基準は下の計算式で算出した金額の範囲内です
（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円
※申請者ご本人のほか、配偶者・世帯主の方も所得基
準の範囲内である必要があります

●一部納付（一部免除）
　この制度は保険料の一部を納付することにより、残
りの保険料の納付が免除となる制度です。一部保険料
を納付しなかった場合は、その期間の一部免除が無効
（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に
反映されず、また、障害や死亡といった不慮の事態が
生じた場合に年金を受け取ることができなくなる場合
がありますので、ご注意ください。
①４分の１納付（４分の３免除）
・保険料の４分の３が免除されますので、残りの４分
の１（月額4,100円）の保険料を納めます

・免除期間は受給資格期間として計算されます
・免除期間の老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合
の８分の５として計算されます

・所得基準は下の計算式で算出した金額の範囲内です
（78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等）
※申請者ご本人のほか、配偶者・世帯主の方も所得基
準の範囲内である必要があります

②２分の１納付（半額免除）

国 

民
年
金
の
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

〈５月中火災出動・令和元年累計〉
月 合 計 0件
累　　計 0件

〈５月中救急出動・令和元年累計〉（　）内は搬送人員
急　　病 25件（  22人）
一般負傷 7件（    6人）
交　　通 1件（    0人）
そ の 他 5件（    5人）
月 合 計 38件（  33人）
累　　計 143件（129人）

交通事故状況〈令和元年累計・５月末現在〉

当
麻
町

発生件数 　人　身 4件
　物　損 66件

死 者 数 0人
傷 者 数 5人

道内での死者数 41人

火 

災
・
救
急
出
動
状
況
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犬 

の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

　犬の登録と狂犬病予防注射は、法律により室内犬、
室外犬を問わず、必ず受けなければいけないと義務
付けられています。
　犬の登録と令和元年度の狂犬病予防注射を23日
（日）午前９時から11時まで、公民館まとまーる横で行
います。次に該当される飼い主の方は、犬の登録と狂
犬病予防注射を飼い犬へ受けさせるようお願いします。
●登録しなければならない犬
登録をしていない生後91日以上の犬

●狂犬病予防注射を受けなければならない犬
生後91日以上の犬は毎年１回必ず受けなければ
なりません。

●料金（１頭あたり）
・登録手数料　3,000円（新規登録の場合）
・予防注射料　3,110円（注射済票交付手数料を含む）
※お釣りのいらないように用意してください
●その他の注意事項
・実施会場では事故防止のため、必ず犬にリードを
付けて、行動を制御できる方が連れてきてください

・動物病院で狂犬病予防注射を受けた場合は、役場

で注射済票の交付手続きをしなければなりませ
ん。病院で交付される「狂犬病予防注射済証」と狂
犬病予防注射済票交付手数料（550円）を持参の
上、役場までお越しください

・他の予防注射（混合ワクチンなど）を受けた後に狂
犬病予防注射を受ける際には、一定の接種間隔を
空ける必要があります。他の予防注射を受けてか
ら1カ月経っていない場合は、かかりつけの獣医
師に相談し狂犬病予防注射接種の判断をしてく
ださい

●次の場合、犬の飼い主は届け出が必要です
・飼い主の住所および氏名が変わったとき
・飼い主が替わったとき（家族や親類、近所での譲
渡においても届け出は必要です）

・飼い主が死亡したとき
●往診申し込み・問い合わせ先
　税務住民課環境生活係（☎84－２１１１内線134）
※事情により会場に犬を連れてくることができない
方は、同日午前11時から正午に往診します。希
望される方はご連絡ください

ト 

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
製
造

　毎年、夏場のトマトジュースづくりの期間は大変
申し込みが多く、１日４工程を予定していますが、
希望どおりの利用が難しい状況となっています。
　つきましては、本年度も加工グループを登録制と
し、抽選で利用日を決定します。
●利用期間　７月12日（金）～９月30日（月）
●グループに加入できる方　町内在住者
●グループの人数　７人以上、15人以内
●登録申込方法　６月20日（木）までに農林業合同
事務所（ＪＡ当麻２階）農業振興課農政係へ申込
用紙を提出してください。※申込用紙は農業振興
課窓口にあります

●利用日決定方法　登録されたグループの代表者に
出席いただき、抽選で決定します。

●抽選日　６月26日（水）
●抽選場所および時間　公民館まとまーるで午後１
時30分から抽選開始。
　なお、当日出席できない代表者は必ずグループ
内から代理の方を出席させてください。時間に遅
れた場合には、他のグループの迷惑となりますの
で、キャンセル扱いとします。

●注意事項　１人の方が他のグループに重複して登
録することは認めませんのでご注意ください。
　なお、不明な点がございましたらお問い合わせ
ください。

●問い合わせ先　農林業合同事務所（ＪＡ当麻２階）
農業振興課農政係（☎84－２１２３）

　新規に婚姻した世帯に対し、町内の物件に係る住
宅費および引越費用の一部を補助します。
●対象世帯：世帯所得340万円未満の新規に婚姻し
た、夫婦ともに年齢が34歳以下の世帯（平成31年
１月１日から令和元年12月31日までに婚姻届が
提出されていること）

●補助対象：新婚世帯の新生活に係る費用
　　　　　　（住宅費、引っ越し費用）
●補助金額：１世帯あたり上限30万円
　　　　　　（予算の範囲内とする）
●補助申請期限：令和２年２月28日まで
●問い合わせ先：まちづくり推進課企画商工係
　　　　　　　　（☎84－２１１１内線121・122）

結 

婚
新
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　令和元年度の町税の納税通知書などを７月１日付
けで送付します。必ず内容を確認し、不明な点があ
ればお問い合わせください。
　なお、問い合わせ内容によっては電話での対応が
できない場合があります。ご面倒をお掛けしますが、
送付された納税通知書と免許証などの本人確認がで
きるものをお持ちの上、税務住民課へお越しください。
●各種課税などに関する担当係・問い合わせ先　
　�〈町・道民税、軽自動車税、国民健康保険税、納
税相談に関すること〉
　税務住民課税務係（☎84－２１１１内線137・138）
　〈固定資産税に関すること〉
　税務住民課固定資産係（☎84－２１１１内線136）

課 

税
内
容
の
確
認
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１年に１回、特定健康診査を受診しましょう
　町では、国保に加入されている40歳から74歳の
方を対象に、「令和元年度特定健康診査受診券」を送
付しています。（年度途中で国保に加入された方は、
受診を希望される場合に、受診券を発行します）
　特定健診は、メタボリックシンドローム（内臓脂
肪症候群）を中心とした生活習慣病を予防・改善す
るための健診で、結果に応じて、生活習慣を改善す
るための保健指導も受けることができます。生活習
慣病の発症や重症化を予防できれば、ご家庭の医療
費の支出が抑えられ、当麻町国保の医療費も削減で
きます。特定健診をご自身の健康チェックに是非お
役立てください。
※特定健康診査は、各医療保険者が実施しています。
国保以外の方は、加入している医療保険者や職場
から案内があります

●受診期限　令和２年３月31日まで
●受診場所

集団健診　各地区の指定会場（７月に町で申し込
みの取りまとめを行っている健診で、今年度は
10月21日～ 25日の間で実施します）
個別健診　町内及び旭川市内の指定医療機関（詳
しくは、受診券に同封の実施医療機関一覧表をご
覧いただき、直接お申し込みください）

●料金　500円
●持ち物　特定健康診査受診券、保険証
●注意事項　検査前は、最低10時間以上、飲食を
とらないようにしてください。（高血圧、心臓病
の薬を毎朝服用されている方は、薬を飲んでから
受診してください）

●その他　職場などで特定健診と同様の健診を受け
ている方は受診する必要はありませんが、健診結
果の写しをご提供いただきますようご協力をお
願いします。

●問い合わせ先　健康課保険医療係
（☎84―２１１１内線180・181）

特 

定
健
診

　札幌国税局では、国税局や税務署において、税の
スペシャリストとして活躍する税務職員を募集して
います。
●受験資格　高卒見込みの者および高卒後３年を経
過していない者

●申込受付期間
・インターネット　６月17日（月）～26日（水）
（申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.
go.jp/juken.html）

・インターネット以外　第１次試験地を管轄する人
事院地方事務局（〒060-0042 札幌市中央区大通
西12丁目 ☎011-241-1248）にお問い合わせくだ
さい　

●第１次試験
【基礎能力、適性、作文】９月１日（日）
【合格者発表日】10月３日（木）

●第２次試験
【人物試験、身体検査】10月９日（水）～18日（金）
のうち指定する日
【合格者発表日】11月12日（火）
※ご不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当（☎
011－231－5011内線2315）または最寄りの税
務署（総務課）にお尋ねください

税 

務
職
員
募
集

　旭川成年後見支援センターでは、成年後見制度に
ついての講演会を開催します。
●日時　７月10日（水）　午後１時30分～
●会場　旭川勤労者福祉会館２階 大会議室
●申し込み・問い合わせ　７月５日（金）までに、旭
川成年後見支援センター（〒070－0035旭川市５
条通４丁目旭川市ときわ市民ホール１階☎23－
1003 FAX23-1118）にお申し込み下さい。
～成年後見制度とは～
　認知症や知的障害、精神障害などのために判断能
力が十分ではない方が、契約をしたり財産管理をし
たりすることが困難な場合に、本人に不利益が生じ
ないよう支援することにより、「本人が安心して生
活する権利」を守る制度です。

成 

年
後
見
制
度
講
演
会

★当麻消防演習の開催について★

　当麻消防演習が６月 23日（日）午後１時より、
まとまーる駐車場他で行われます。見学席も用意し
ておりますので、お近くにお越しの際は、消防団員
の勇姿を是非ご覧下さい。
●問い合わせ　当麻消防署（☎84－２１３５）
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　農地利用の高度化および効率化を図るため、平成26年度から農地中間管理事業が実施されています。
北海道では「公益財団法人北海道農業公社」が農地中間管理機構として北海道知事より指定を受け、事業を行って
います。
●事業の内容　農地中間管理機構は農地の貸し借りにおける中間的受け皿となる組織です。農地を貸したい人（出
し手）から農地を借り受け、農地を借りたい人（受け手）に貸し付けることで、農地の集約を図ります。
当麻町は、機構から業務の一部を受託し、相談などの窓口業務や出し手・受け手との調整を行います。

●事業の実施区域　対象区域は、当麻町の農業振興地域です。
●農地を貸したい方（出し手）　農地の貸し付け申し出は随時受け付けています。農地の状態により借り受けでき
ない場合があります。

●農地を借りたい方（受け手）　機構が借受希望者を募集しています。機構を通じて農地を借り受けることができ
るのは、希望申出書を提出した方のみです（申出書の有効期限は５年間になっており、平成30年度受け付けの
方は令和５年度、令和元年度受け付けの方は令和６年度まで有効です）。なお、今年度より借り受け希望の受
け付けが随時行えることとなりました。

●機構集積協力金（農地の出し手に対する支援）　農地を10年以上機構に貸し付け、かつ機構から受け手に貸し
付けられた農地の出し手には、予算の範囲内において協力金が交付されます。（交付単価について、道からの
配分に応じて単価調整を行う場合があります）

※今年度より耕作者集積協力金（農地の集積・集約化に協力する場合の支援）は廃止となりました
【耕作者集積協力金】農地の集積・集約化に協力する場合の支援

●問い合わせ先　農林業合同事務所（ＪＡ当麻２階）農業振興課農産係・農業委員会事務局（☎84－２１２３）
※制度の詳しい内容については、公益財団法人北海道農業公社（http://www.adhokkaido.or.jp/to_chukan.html）、
農林水産省（http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/kikou/）でもご覧いただけます

【経営転換協力金】経営転換・リタイアする場合が対象
｢経営転換する農業者｣｢リタイアする農業者｣｢農地の相続人で農業経営を行わない者｣に該当する農地所有
者で、農地を機構に貸し付けた際、以下のとおり協力金を交付。
協力金交付単価：15,000円/10a（上限50万円/戸）

平 

成
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中
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間
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●事業の成果　共同取組の実施により耕作放棄が防
止され、農作業共同化の定着により経費が削減さ
れました。

●問い合わせ先　農林業合同事務所（ＪＡ当麻２階）
内農業振興課農政係（☎84－２１２３）

　中山間地域の農地は河川上流域に位置し、水源涵
かん

養
よう

機能､ 洪水防止機能により下流域住民の生命･財
産を守っています。
　｢中山間地域等直接支払事業｣ は中山間地域の農
地の重要な機能を確保するために、農業が継続して
行われることへの支援策として、地域の集落内で協
定を結び、農地を維持していくための共同取組を行
う農業者に対して交付金を支払う事業です。同事業
は、平成27年度から31年度までの５年間にわたり
実施します。
●対象農用地　
勾配20分の1以上で１㌶以上の一団の田

●平成30年度集落協定の取り組み内容　水路・農
道の清掃および草刈りならびに定期点検、ゴミ拾
い、さらには融雪剤散布が行われました。

協　定
集落名

協定参加者数（延べ人数）
交付金額

（円）

協定対象面積

計 農業者
（人）

生産組織
（組織）

地目：田
急傾斜地（㎡）

１集落 66 62 4 30,014,271 1,429,251
２集落 3 2 1  2,151,979     128,094
合　計 69 64 5 32,166,250 1,557,345
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□朝起きた時、口の中がネバネバする

□歯みがきをすると、歯ぐきから出血する

□歯に食べ物がはさまりやすくなってきた

□歯ぐきが腫れている

□歯ぐきが赤黒い

□歯がぐらぐらする

□口臭が気になる

―
な
ん
と
、
10
人
に
８
人
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
!!
―

191

 １つでも当てはまる場合は

要注意！！

 放置していると、「歯周病」

が進行し、歯を失うことにな

りかねません。先延ばしは後

悔のもと。早めに歯医者さん

に相談しましょう。

【 歯周病の予防の３か条 】

１．正しい歯みがき

みがき残しのないように!!

２．歯垢をためない“良い生活習慣”

３．定期的な歯科健診

○規則正しく、栄養バランスのよい食事

○十分な睡眠とストレス解消

○自分に合った運動を見つけて続ける

○歯と歯ぐきのお掃除

○自分に適した歯みがき指導

　総務省では、経済センサス－基礎調査を行います。
すべての事業所を対象として、活動状態などの基本
的構造を明らかにするとともに、各種統計調査の母
集団情報を整備することを目的として調査します。
　調査の実施にあたっては、６月から７月にかけて
調査員が外観から事業所の活動状態を確認します。
新たに把握した事業所など、一部の事業所には調査
票を配布します。ご提出していただく調査票につい
ては、統計法に基づき調査内容の秘密は厳守されま
すので、正確なご記入をお願いします。
《総務省・北海道・当麻町》

●問い合わせ先　まちづくり推進課企画商工係　
（☎84－２１１１　内線122）

経 

済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査

　ご家庭などに設置されている水道メーターは、計
量法により有効期間が８年と定められています。
　そのため町では有効期間の満了を迎える水道メー
ターの取り替え工事を令和元年６月から10月にか
けて実施します。
　取り替えの対象となる方には事前にご連絡します
ので、工事にご理解とご協力をお願いします。
●問い合わせ先　建設水道課上下水道係
（☎84－２１１１内線159）

水 

道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え

　当麻蟠龍隊では踊りおよび楽器メンバーを年齢・
性別問わず募集します。
　蟠龍まつりや生涯学習フェスティバルなど町内イ
ベント出演の他、近郊のイベントにも多数出演し、
｢当麻町の郷土芸能｣として幅広く活動しています。
　加入希望の方は、お手数ですが当麻蟠龍隊代表 
五十嵐（☎０９０―１５２８―３８８８）までお問合
わせください。

蟠 

龍
隊
員
募
集

●自衛官候補生
・応募資格　日本国籍を有し、採用予定月の１日現
在、18歳以上32歳以下の男女

・受付期間　年間を通じて行っています
・試験期日　７月28日（日）・29日（月）
・試験会場　受け付け時にお知らせします
●問い合わせ先　自衛隊旭川地方協力本部北地区隊
（☎54－５６１７）
総務課防災係（☎84－２１１１内線112・114）

自 

衛
官
等
募
集

問い合わせ先　当麻町地域包括支援センター（健康課介護係）☎ 84－ 2111（内線：171・175・176）
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問い合わせ先　当麻町地域包括支援センター（健康課介護係）☎ 84－ 2111（内線：171・175・176）

「転ぶことが怖い」「行く場所がない」「外に出るまでがおっくう」など、高齢期になるとさま

ざまな理由で外出を避けようとする傾向がありますが、外出することは認知症の予防にもつな

がるといわれています。今月は閉じこもりと認知症についてのお話です。

○外出の回数が少ない人は認知症になるリスクが３倍？

右のグラフは外出の頻度と認知症を発症する危険度を

表したものです。 週間に 回以下しか外出しない人

は、毎日外出する人より、 倍も認知症になりや

すいことがわかります。

これは、外出せずに自宅で閉じこもりがちになること

で他人と接する機会が減ること、視覚・聴覚に与えら

れる刺激が極端に減少することなどから脳機能の低下

につながっているためといわれています。

このように筋力と同様、脳も使わなければ衰えてしま

うともいわれています。

○外出することで得られる認知症予防の効果！

人と出会い、会話する、誰かと一緒に出かけることは、記憶力や

注意力、計画力などを鍛えるのに大いに役に立ちます。

また友人、地域の人たちと積極的に交流することは、脳の若々し

さを自然と保つことにつながります。

暖かい季節になり、外出もしやすい時期となってきましたので、

積極的に外出しましょう！

次回は閉じこもりと足腰の老化について詳しくお話しします。

倍

倍
倍

４

３

２

１

毎日外出 週１回以下週 ～ 回

１．楽しく脳を刺激することができる

２．身だしなみに気をつかうことは脳機能低下の予防にも

３．体を動かす機会が増え、脳の血流量も増える

外出し季節ごとの花や木々を見たり、近所の方と交流することで

脳に数多くの刺激を与えることができます。

　一人でいるとさまざまなことを考える時間が増え、うつ状態に

なってしまいがちであり、外出は気分転換にもつながります

高齢になると身だしなみに気を使うこともおっくうになることが

ありますが、高齢期こそ身だしなみに気を付けて積極的に外出す

ることが大切です。季節や気温に合った服装を選んだり、人から

どう見えているかをチェックすることは、脳機能の低下予防につ

ながります

閉じこもり⇒足腰が老化する⇒外出がおっくうになる⇒脳への刺激

が減る⇒認知症へつながることが多く、買い物に行く、散歩に行く

など日常生活の中で体を動かすと血流がよくなり、脳の血流も良く

なります。特にウォーキングなどの有酸素運動は、脳に多く酸素が

含まれた良い血液が流れるため、効果的といわれています
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日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14 15
・広報「我が郷土」発行日 ・リハビリ器具開放日

 　保セ９:30 ～ 11:30
・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・国民年金・厚生年
金支払日

・全町老人レクリ
エーション大会

　スポーツセンター 8:30 ～

・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00
・当麻幼稚園親子運動会
・道民交通安全日

16 17 18 19 20 21 22
・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00
・道民家庭の日

・声かけあいさつ運
動の日

・ヘルシーシャトー休館日
・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30
・第２回町議会定例会

・ヘルシーシャトー休館日
・イチイ学園開設日
・医科診療所午後休診

・ヘルシーシャトー休館日
・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00

23 24 25 26 27 28 29
・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00
・消防演習
・当麻町交通安全日

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30
・上・下水道使用料

納入期限
・心配ごと相談
・交通安全無事故の日

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30
・乳児健診
　保セ13:00 ～
・１歳６ヶ月児健診
　保セ14:30 ～

・医科診療所午後臨時休診 ・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00

30 1 2 3 4 5 6
・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00
・当麻保育園運動会

・町民プールオープン
・声かけあいさつ運

動の日

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診 ・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・心配ごと相談 ・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00

7 8 9 10 11 12 13
・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30
・広報「我が郷土」発行日
・夏の交通安全運動

（20日まで）

・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00
・飲酒運転根絶の日
・上川中央部コーラス

の集い

14 15 16 17 18 19 20
・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00

・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00
・道民交通安全日

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30
・声かけあいさつ運

動の日

・イチイ学園開設日
・医科診療所午後休診
・道みんの日

・屋内遊技場の開放
 　保セ10:00 ～ 18:00

保セ 保健福祉センター
医科診療所受付時間　※水曜日は午後休診、土・日・祝祭日は休診

〔午前〕月～金曜日　8：30 ～ 11：30　〔午後〕月・木曜日　13：00 ～ 18：30 ／火・金曜日　13：00 ～ 16：30

Diary
マイタウン６

10
７
20

　

当
麻
の
ト
マ
ト
は
美
味
し
い
。

　

そ
の
美
味
し
い
ト
マ
ト
が
入
っ

た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
を
㈱
エ
コ
み

ら
い
が
昨
年
の
秋
か
ら
町
内
限
定

で
販
売
し
て
い
る
。

　

食
材
に
こ
だ
わ
り
ト
マ
ト
以
外

も
北
海
道
産
の
も
の
が
使
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
一
番
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
町
内
の
ト
マ
ト
の
み
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
る
こ
と
だ

と
代
表
取
締
役
の
久
保
慶
明
さ
ん

は
胸
を
張
る
。

　

ト
マ
ト
の
果
肉
が
そ
の
ま
ま

入
っ
て
い
て
、
し
っ
か
り
と
旨
み

が
感
じ
ら
れ
る
。
少
し
大
人
の
辛

さ
と
ト
マ
ト
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

で
白
米
が
進
む
一
品
。

とまとカレー　756 円 ( 税込）
道の駅とうまで購入できます

｢上川中央部コーラスの集い｣開催のお知らせ

　コーラスグループ｢当麻コールデイジー｣では、当麻町文化連盟記念事業として｢第33回上川中央部コーラス
の集い｣を次のとおり開催します。上川中央部のコーラスグループが美しい歌声を会場いっぱいに響かせます。
多くの皆さんのお越しをお待ちしています。
●日時　令和元年７月13日(土)　午後12時30分開演
●場所　公民館まとまーる
●入場料　無料

株式会社 エコみらい　「とまとカレ 」
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生
木
の
加
工
は
楽
し
い
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
木
工
が
好
き
だ
っ
た
。

想
像
す
る
形
に
作
り
上
げ
て
い
く
楽
し
み
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
刃
物
で
木

を〝
カ
リ
カ
リ
と
〟削
る
感
覚
が
好
き
だ
っ
た
。

鉛
筆
を
削
る
時
も
電
動
よ
り
手
動
を
あ
え
て
選
び
、
木
を
削
る
感
覚
を
楽

し
ん
で
い
た
。

当
麻
山
で｢

グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク｣

を
体
験
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
と
は〝
生
木
〟の
こ
と
。

生
木
を
材
料
に
し
た
ク
ラ
フ
ト
が
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
だ
。

今
ま
で
生
木
を
加
工
し
た
経
験
は
な
い

今
回
は
ス
プ
ー
ン
と
鉛
筆
を
作
る
と
言
う
。

ま
ず
は
材
料
探
し
。

当
麻
山
ス
キ
ー
場
斜
面
の
頂
上
付
近
、
元
チ
ェ
ア
リ
フ
ト
降
り
場
だ
っ
た

場
所
に
向
か
う
。

｢

こ
の
中
か
ら
使
い
た
い
木
を
１
本
選
ん
で
く
だ
さ
い｣

木
育
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
持
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
あ
る
講
師

の
長
多
邦
裕
さ
ん
が
話
す
。

20
年
近
く
前
、
チ
ェ
ア
リ
フ
ト
を
廃
止
し
て
か
ら
使
用
し
て
い
な
い
滑
走

連
載
特
集
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路
に
は
シ
ラ
カ
バ
の
木
が
自
然
に
生
え
て
い
る
。
こ
の
支
障
木
が
グ
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
の
材
料
に
な
る
。

〝
ど
れ
で
も
気
に
入
っ
た
も
の
を
〟と
言
わ
れ
て
、
大
き
さ
、
形
を
し
っ
か

り
吟
味
し
、
１
本
の
木
を
選
ん
だ
。

加
工
し
や
す
い
大
き
さ
に
木
を
伐
り
分
け
ク
ラ
フ
ト
会
場
に
運
ぶ
と
、
そ

こ
に
は
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
の
作
業
台｢

削
り
馬｣

が
並
ん
で
い
た
。

早
速
、
削
り
馬
に
ま
た
が
り
シ
ラ
カ
バ
を
削
っ
て
い
く
。

採
り
た
て
の
木
は
水
分
が
残
っ
て
い
る
た
め
柔
ら
か
い
。
刃
物
を
あ
て
る

と
そ
の
感
触
が
手
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

乾
燥
し
た
木
材
と
違
い
、
加
工
に
力
を
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
。

削
る
と
い
う
よ
り
は〝
ス
ル
ス
ル
と
〟木
肌
を
剥
い
で
い
く
感
覚
だ
。

こ
の
剥
い
で
い
く
感
覚
が
た
ま
ら
な
い
。

一
気
に
厚
く
剥
ぐ
よ
り
も
、
で
き
る
だ
け
薄
く
薄
く
、
チ
マ
チ
マ
と
剥
ぐ

の
が
楽
し
い
。

病
み
つ
き
に
な
る
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
。
気
が
付
く
と
１
時
間
が
経
過

し
て
い
た
。

削
っ
た
木
を
柄
に
し
た
ス
プ
ー
ン
。

穴
を
あ
け
て
そ
こ
に
ク
ー
ピ
ー
を
差
し
込
ん
だ
鉛
筆
。

太
す
ぎ
て
使
い
づ
ら
い
形
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
味
が
あ
る
。

使
い
や
す
い
よ
う
に
さ
ら
に
細
く
削
っ
て
い
く
の
も
良
い
。

何
よ
り
も
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
の
一
番
の
醍
醐
味
は〝
生
の
木
を
削

る
〟こ
と
だ
と
思
う
。

一
度
や
っ
て
み
る
と
ま
た
や
り
た
く
な
る
。

夏
休
み
の
終
わ
り
、
日
焼
け
後
の
皮
を
無
心
で
ペ
リ
ペ
リ
と
剥
い
で
い
た

感
覚
を
思
い
出
し
た
。

生
木
の
加
工
は
楽
し
い
。

お問い合わせは当麻町観光協会へ　http://www.densukesan.net/index.html

〝
ク
セ
に
な
る
〟
楽
し
さ



総人口 男 女 世帯数
6,455(-3) 2,989(-3) 3,466(0) 3,070(7)
うち65歳以上
2,629(-1)

　

当
麻
中
学
校
の
３
年
生
は
、
毎
年
修
学

旅
行
先
で
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

函
館
の
地
で
出
会
っ
た
生
徒
の
姿
に
感

動
し
、
直
接
私
に
い
た
だ
い
た
お
手
紙
を

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
の
は
丁
度
２

年
前
で
あ
る
。

　

本
年
も
、
Ｐ
Ｒ
資
料
を
受
け
取
っ
た
多

く
の
皆
様
よ
り
、
当
麻
中
学
校
へ
感
謝
と

感
動
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
皆
さ
ん
が
作
っ
た
お
米
早
速
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
い
で
す
！
。

チ
カ
ホ（
札
幌
駅
前
地
下
広
場
）
で
、『
私

達
が
作
っ
た
お
米
で
す
。
食
べ
て
下
さ

い
！
』
と
手
渡
さ
れ
て
、
な
ぜ
か
涙
が
溢

れ
出
て
き
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
様
の
純
粋
な
笑
顔
と
元
気
な

声
、
わ
ざ
わ
ざ
札
幌
ま
で
来
て
こ
う
し
て

手
渡
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
、
渡
し
て
く

れ
る
生
徒
一
人
一
人
が
手
を
あ
げ
て
積
極

的
に
行
動
し
て
い
る
姿
、
な
ん
だ
か
一
瞬

の
う
ち
に
感
動
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
義
妹
と
一
緒
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ふ
と
見
る
と
彼
女
も
泣
い
て
い
ま
し

た
。
二
人
で
顔
を
見
合
わ
せ
て
ま
た
号

泣
。
朝
か
ら
と
て
も
嬉
し
い
あ
っ
た
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
い
た
だ
い
た
お
米
だ
け
で
、

二
日
目
か
ら
は
も
ち
麦
と
黒
米
を
入
れ
て

食
べ
ま
し
た
が
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。

　

我
が
家
で
は
お
米
は
も
ち
ろ
ん
で
す

｢我が郷土｣６月号（令和元年６月10日発行）通巻1089号
●発行／当麻町●編集／まちづくり推進課
〒078-1393　北海道上川郡当麻町3条東２丁目11番１号
☎0166-84-2111　FAX0166-84-4883
ホームページ　http://town.tohma.hokkaido.jp/
Ｅメール　kouhou@town.tohma.hokkaido.jp
フェイスブック　https://www.facebook.com/town.tohma
ユーチューブ　https://www.youtube.com/user/TohmaTownHokkaido

次号発行は７月11日(木)です

ゴールデンウィーク
当麻にも桜が

しかし、そのまま気温が上昇し
夏が来たような陽気
春をゆっくり味わう間もなく
短い春の訪れでした…

今月の表紙写真

｢短い春の訪れ｣

鎌田祥
しょう

平
へい

ちゃん
（５東３）

５月31日現在で当麻町に住民票のある平成30年５月生まれの赤ちゃんです
(町広報撮影)

が
、
食
べ
る
も
の
は
出
来
る
限
り
北
海
道

産
の
も
の
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
で
す
か
ら
ね
。

　

今
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
い
け
れ
ど
、

北
海
道
の
農
業
が
若
い
人
に
受
け
継
が
れ

て
い
っ
て
ほ
し
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
皆
さ
ん
が
学
校
生
活
を
楽
し

み
、
成
長
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。（
50
代
女
性
）」

　

温
か
い
お
気
持
ち
に
接
し
、
読
ん
で
い

る
私
が
込
み
上
げ
て
く
る
涙
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
〝
私
た
ち
は
、
町
民
の
税
金
で
修
学
旅

行
に
行
か
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
町

民
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
町
の
Ｐ

Ｒ
を
し
た
い
。〟生
徒
自
ら
が
企
画
し
た
町

の
Ｐ
Ｒ
事
業
で
あ
る
が
、
先
生
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
、
そ
の
効
果
を
高
め
て
い
る
こ

と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
。

　

開
町
記
念
式
典
で
も
、
毎
年
生
徒
の
代

表
は
感
謝
の
気
持
ち
を
町
民
に
伝
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

冒
頭
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
２
年

前
お
手
紙
を
頂
戴
し
た
大
阪
在
住
の
ご
夫

妻
は
、
中
学
３
年
生
と
の
ご
縁
で
、
毎
年

ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

昨
年
も
、多
額
の
ご
浄
財
を
頂
戴
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
在
り
方
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
が
、
温
か
く
、

心
に
響
く
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
。

　

当
麻
中
学
校
生
徒
の
ふ
る
さ
と
を
思
う

情
熱
は
、
修
学
旅
行
先
で
行
き
交
う
人
々

の
心
を
捉
え
、
当
麻
フ
ァ
ン
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

町
長
室
の
窓
か
ら
眺
め
る
青
空
も
、
今

日
は
こ
と
の
ほ
か
澄
ん
で
見
え
る
。

菊
川
健
一
／
当
麻
町
長

当
麻
中
学
校
３
年
生
に
寄
せ
ら
れ
る

感
動
の
声

174

１歳

おめでとう

人のうごき ５月末現在・(　)内は前月比
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